
ラジオと戦争
放送人たちの「報国」



サイパン島の陥落はどう伝えられたのか



サイパン島の我が部隊は、最高指揮官南雲
忠一海軍中将以下、去る七日、最後の攻撃
を敢行し勇戦力闘、一昨一六日までに全員
壮烈な戦死を遂げたものと認められます。

サイパン島の在留邦人も終始、軍に協力し
おおむね将兵と運命をともにした模様であ
ります。

大本営、きょう午後五時の発表を申し上げ

ます。



大本営発表。昭和一九年七月一八日一七時。

一、サイパン島の我が部隊は、七月七日早暁よ
り全力をあげて最後の攻撃を敢行。所在の敵を
蹂躪し、その一部はタポーチョ山付近まで突進
し勇戦力闘、敵に多大の損害を与え、一六日ま
でに全員壮烈なる戦死を遂げたるものと認む。

同島の陸軍部隊指揮官は陸軍中将・斎藤義次、
海軍部隊指揮官は海軍少将・辻村武久にして、
同方面の最高指揮官、海軍中将・南雲忠一また
同島において戦死せり。



二、サイパン島の在留邦人は、終始軍に協
力し、およそ戦い得るものは敢然戦闘に参加
し、おおむね将兵と運命をともにせるものの
如し。

終り。



｢一死奉公｣という言葉は常に雑作もなく使わ
れているが、全国民が、このサイパン非戦闘
員の沈毅壮烈なる最期に倣うだけの覚悟を決
めて、ほんとうの｢一死奉公｣に徹するならば、
戦局がどれ位重大化しても、日本の前途は少
しの心配もない。この覚悟、この意気こそが
最大の戦力である。

（「世界の戦局」より）



（三）哭け怒れ 讃えよほめよ
武器とりて 起ち得る者は
武器とりて みな戦えり
後(しりえ)には 大和撫子
くれないに 咲きて匂いぬ

（四）哭け怒れ 讃えよほめよ
代々(よよ)享(う)けし 忠武の血もて
旗じるし高く 揚げたり
仰ぎみて 同じこころに
戦いに われら続かむ



沖縄特攻はどう伝えられたのか



（前説）

五月○日（○はマルと読まれている：引用者）、暁を
ついての第○次総攻撃。出撃の模様であります。出撃
実況、シマノ報道班員。

（実況）

決戦場・沖縄の戦いは青葉若葉の今日このごろ、ます
ます激しく、戦局また●（一語聞き取り不能）としま
す。その前線に陸軍航空基地、昨日も今日も戦いの息
吹を一杯にたぎらせて、再び還らざる特別攻撃隊、ま
た翼を連ね、敵会戦を求めて飛び立ってゆきます。



４月１日、敵、沖縄本島上陸以来、敵の本格的上
陸とともに、我が攻撃・反撃、俄然、猛烈となり。
そして４月６日の黎明より、突如として切られた
我が陸海の精鋭、特別攻撃隊、崇高作戦の火ぶた
は、すでに切れり。



1945年
4月21日 「特別攻撃隊出撃」 ―前線某航空基地にて―

5月25日 海軍航空基地派遣録音隊第一報「敵艦上機来襲」

5月27日 海軍航空基地派遣録音隊第二報「我、敵空母に必中突入す」

6月4日 少国民の時間「特攻隊の基地を訪ねて」

6月6日 陸軍前線基地録音隊記録「出撃」

6月10日 「ある日の基地」（録音）―海軍前線航空基地にて―

6月13日 「神風神雷特攻隊総攻撃」―前線海軍航空基地にて―

6月19日 少国民の時間「振武隊の基地を訪ねて」

6月19日 ｢学鷲特攻隊員座談会」―海軍前線基地にて―

6月26日 「人に非ず弾に非ず神雷なり」～前線海軍航空基地にて～



「出撃の前の数日は、ひと時でもそのことを忘

れたいのだろう。明日になれば二度と生きて帰

てこられないのだから。そう思うだけで可哀想
だった。

場末の飲み屋で深酒をあおって最後は前後不覚に
なり、口論や喧嘩が絶えなかった。これは軍の機
密だったが知る人は知っていた」

（長澤泰治『NHKと共に七〇年 ―わが回想の九〇年』藤原書店、二〇〇八年、より）



「司令官をはじめ隊長が見守る中を、一機、
また一機と飛び立っていく。

中には、心の中の名状しがたい興奮のもって行
き所がなく、滑走路を走り出してから、離陸で
きずに、爆破したものもいた」



ラジオの出発・満州事変



母たちは、手に号外を持っており、その前夜、
九月十八日の夜中に満鉄が爆破されたので、
日本軍とシナ軍との間で戦争がはじまったと
書いてあった。それで母は、三年前にチョー
サクリンの死んだときのことを憶い出し、こ
んども本当は日本軍が爆弾を仕掛けたにちが
いないということを、得意になって近所の人
たちに話していたところなのだ。

（安岡章太郎『僕の昭和史』講談社文芸文庫、二〇一八年）



日本としてはどうしても国論を統一して国難
を打開して行かなければならぬ。当時放送事
業の責任者であった余は、これには先ず放送
を利用して、出来るだけ事件の真相を国民に
伝えて、輿論の向かう所を明らかにしなけれ
ばならぬと痛感し、此の方面の運動に乗り出
したわけである。

（中山龍次『戦争と電気通信』電気通信協会、一九四二年）















次第に日本の国論は統一し得たの
で連名理事会に於ける一三対一、又
本会議に於ける四二対一という最悪
の場面に直面しても、国内の輿論は
完全に一致して微動だもしなかった

（中山龍次『戦争と電気通信』電気通信協会、一九四二年）



ニュースはどう作られていたのか





「同盟通信を使っても同盟通信以上の国
策的効果があがればよい」

「我々編集者は常に同盟通信以上の効果
をあげるために工夫し努力しなければな
らない」

（田中「編集者の内省」『放送研究』1942年4月号）













井埜久満「編集課の一週間」一九四〇年八月
最後に新体制の樹立と共に放送ニュースはどう進まなければならな
いか。
これは今後というよりはいま直ちに解決してしまわねばならない問
題である。全くの私見であるが、此の際、客観的編集方針は須く一擲
して、国家意思を盛った主観的編集方針の確立を必要とすると考える
。

田中「七時のニュース」一九四一年九月
それから国策放送の色彩を濃厚鮮明にする為には、
ラジオが持つ国家的使命の重大性に鑑みニュースの客観性という従
来の範疇から更に前進し、国家の意図や国家の正しい主張といったも
のを積極的に織り交ぜ、国策を強烈に反映せしめて行かねばならない
。



安藤「宣伝戦とニュース」一九四二年七月

国民に対する聖戦の意義、国策内容の闡明、国民の鉄石の団結と聖戦完

遂の挙国的決意の昂揚、並びに国民士気の振作等が戦時下の放送目的で

ある事は言を俟たない所であるが、報道の分野に於いてこの目的を果たす

のに最も役立つものはニュースによる輿論の指導であろう。

飯田「ニュースの立体化」一九四三年四月

この場合ラジオニュースが平板的だとか立体的だとか云う問題は結局、

報道性と宣伝性が有機的に聴取者に働きかけるか否かに帰着すると云えよ
う。

従ってラジオニュースの基本的方向は飽くまでリアリズムであり、

ニュース編集者は集団的イデオロギーの指導（指導者？ ：引用者）たるべ
きである。



ラジオと戦争
放送人たちの「報国」



何が変わらなかったのか







従来放送は、長い間、国策遂行の為の手段的役割を果たして

来た。此のこと自体が誤っているわけではない。問題はそれ

が如何なる国策の遂行であったかに存する。

（田中耕太郎「濫用時代から利用時代へ」『放送』1946年1月号）



ラジオと戦争
放送人たちの「報国」
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